
２０２４／０１／１３（土）事故防止資料 タイツウ運輸 代表取締役 植田伸一

脱落するタイヤは、左後軸が全体の90％強
タイヤ・ホイール・ハブボルトの点検を確実に行いましょう

《冬期間の事故防止》
○ 天候・道路状況に応じた運転 ⇒ スピードダウン
○ 視界不良時の車間距離の確保 ⇒ 事故を回避できる車間距離
○ 交差点における安全確認の徹底 ⇒ 歩行者、信号、標識

スピードダウンの徹底

～2時間走行、15分休憩～

《冬期間の労働災害防止》
○ 走るな、転ぶぞ、屋外作業、凍結路面は目に見えないぞ
○ 寒い外、心も体も、冷えている、あせると危ない、冬の外仕事

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

《作業中、足を滑らせ、『転倒』に注意しましょう》

木古内町 午後５時半 除雪作業中の高齢男性
乗用車にはねられ、意識不明の重体
乗用車運転の男性容疑者、その場で逮捕
「前方にいた人に気づくのが遅れた」
◇気のゆるみ 事故は一瞬 命はひとつ◇

◇ 「ぼーっと運転」、漫然運転は死亡事故リスクが高い ◇
◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇

２０２３／１２／２９（金） ９：３８
２８日午後５時半すぎ、木古内町釜谷の国道２２８号線で、函館方向から来た乗用車に、道路上にいた近くに住む

男性（８０）がはねられ、頭を強く打ち意識不明の重体です。警察は、乗用車を運転していた、会社員の男性容疑
者（６０）過失運転傷害の疑いで、その場で逮捕しました。容疑者は「前方にいた人に気づくのが遅れた」と話を
しているということです。現場付近に、信号機はなく男性は除雪作業中だったという目撃もあり調べています。

午前４時半 路面凍結
救急車がスリップ、左側ガードレールに衝突
はずみで反対車線の事故で停車中の車に衝突

さらに、元の車線のガードレールに衝突
◇アイスバーン スピードダウンと車間距離◇
◇アイスバーンなどの凍結路面では◇

◇急ブレーキ、急ハンドルは禁物 慌てず焦らず走行しましょう◇
２０２４／１／１（月） １１：２８

３１日午前４時２５分頃、長野県の県道で、緊急走行中の救急車が、道路左側のガードレールに衝突し、はずみ
で反対車線の道路脇に事故で停車していた男性（５５）の軽貨物車にぶつかった。さらに元の車線のガードレール
にも衝突したが、救急車の隊員３人や、男性にけがはなかった。現場は片側１車線の右カーブ。警察は、路面凍
結によるスリップとみて原因を調べている。救急対応には別の救急車が出動するなどし大きな遅れはなかった。

午前８時 信号のない交差点付近
車道を横断中の高齢男性

軽乗用車にはねられ意識不明の重体
◇横断歩道のないところで、はねられる事故多発◇

◇横断歩道のない場所・・・『渡って来るかもしれない』 『危険予測運転』◇
２０２４／１／１（月） １５：３５

１日午前８時ごろ、兵庫県の信号のない市道交差点付近で、８０代ぐらいの男性が軽乗用車にはねられ、頭を強
く打ち、意識不明の重体。警察によると、現場は信号のない交差点付近で、男性は歩いて車道を横断していたと
みられる。軽乗用車を運転していた女性が自身で１１９番した。現場は商業施設やマンションが立ち並ぶ一角。


